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はじめに 

白山火山噴火緊急減災対策砂防計画は、「火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイド

ライン（平成 19 年 4 月 国土交通省砂防部）」に基づいて、白山火山噴火緊急減災対策

砂防計画検討委員会（委員長：信州大学 平松晋也教授）による検討を経て作成したも

のである。 

 

白山は、金沢市の南方約 50km の石川県・岐阜県境に位置する標高 2,702m（御前峰）

の活火山である。御前峰（2,702m）、剣ヶ峰（2,677m）、大汝峰（2,684m）の三主峰から

なり、頂上およびその周辺には火口湖や溶岩流などの火山地形がよく保存されている。 

白山は過去１万年間に少なくとも 23 回噴火しており、1554 年の噴火では小規模な火

砕流が発生している。また、近年では山頂付近を震源とする火山性地震が数回発生して

いる。上流部の山地は全般に急峻であり、白山南西側には甚之助谷地すべりなどの大規

模な地すべり地形および滑落崖、大規模な崩壊地形が分布する。 

 

建設省（当時）は 1989（平成元）年に火山砂防事業を、1992（平成 4）年には火山噴

火警戒避難対策事業を創設し、火山地域における土砂災害対策を進めてきた。このよう

な状況の下、白山では手取川上流域の牛首川・尾添川での砂防事業や、平成 25 年に設

置された白山火山防災協議会による火山防災マップの作成、火山避難計画の作成等が行

われてきた。 

一方で、施設の整備には多くの時間と費用がかかること、想定される全ての現象に対

してハード対策を進めているものではないこと、想定と異なる噴火現象も起こり得るこ

と等から、火山噴火が発生した場合は、関係機関が連携して火山活動の推移に応じた効

果的な減災対策を実施する必要がある。そのためには、平常時から噴火時における緊急

減災対策への備えが重要である。 

そこで、本計画には、噴火活動時に実施するべきハード、ソフト対策の基本的な考え

方を示し、その上で緊急減災対策を円滑に進めるために平常時から準備すべき事項につ

いて整理した。 

 

今後、本計画に基づき順次関係機関と調整を図りつつ、平常時から行う準備事項につ

いて実行していくものであるが、白山の噴火時対応は砂防部局の取り組みのみでなし得

るものではないことから、各関係機関とともに火山防災力を高め、噴火による被害の軽

減（減災）に取り組んでいく方針である。 

 

 

  

本計画書は令和元年 12 月現在の白山の火山活動、噴火履歴、及び砂防等防災施設

整備状況などを踏まえ作成したものである（一部の情報については令和３年３月現

在に更新した）。今後、社会情勢の変化や法令の変更、新たな知見に基づく噴火シナ

リオの変更、防災技術の進歩などに対応して、継続的に本計画を見直していく。 

表紙写真：白山山頂付近を北東上空から望む(撮影：令和２年 10 月 26 日 金沢河川国道事務所) 

     （手前：急峻な剣ヶ峰と翠ヶ池（火口湖） 奥：馬蹄形をした尾根から成る御前峰） 



 

 
背景に「地理院タイル（標準地図）」を使用 

白山の位置図 
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